
令和 年 月 日

１　事業内容や起業動機　※書ききれない場合は別紙追加資料（任意様式）を添付していただいて構いません。

２　事前確認事項（該当するものに○印を付し、確認できる書類等を添付してください。）

※新規性・独自性も明確にして記載してください。

（２）起業によって誰の【ＷＨＯ】どんな課題を【ＷＨＡＴ】どう解決するか【ＨＯＷ】

（３）上記事業をなぜあなたがやる必要があるのか【ＷＨＹ】

起業計画書

業種

（１）事業内容（取扱品・主製品又はサービスなど）

（４）あなたが自ら目標を決めて達成した過去の実績

事業に必要な許認可等を受けている。機械器具・什器備品等を既に保有している。

（５）補足説明（起業する直前の職業、事前に必要な知識・技術・ノウハウの習得、事業協力者の有無、起業スケ
ジュール等及び補足説明したいことを具体的に記入してください。）

商品・原材料等の仕入に関する取引先想定がある。

土地・店舗を賃借する物件想定がある。

土地・店舗を取得するための資金の準備がある。 事業に必要な許認可の申請の準備がある。 

様式2：起業計画書 1/全2ページ



３　損益計画（任期開始年度を１年目として試算してください。）

※ 数値は概算で構いませんが、計算根拠は詳しく記載ください。

※ 任期中の活動による売上、知的財産、顧客情報等の帰属については、都度、市と協議を行い決定します。

⑨ その他経費

3年目（3期目）

⑦ 減価償却費

⑩ 販売管理費計（④～⑨）

⑪ 営業利益（③－⑩）

⑧ 支払利息

（千円）

計算根拠

減価償却費営業利益損益計画 売上高

2年目（2期目）

項目
1年目

（1期目）

④ 人件費

⑤ 地代家賃

⑥ 光熱費

① 売上高

② 売上原価（仕入額、製造原価等）

③ 売上総利益（①－②）
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